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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
下記プロセスを順次行なうようにしたことを特徴とする毛髪のカール処理方法。
ａ）天然水を用いた頭髪用化粧水とシャンプーとを等量配合したものでシャンプーするプ
ロセス。
ｂ）天然水を用いた頭髪用化粧水を霧吹きで塗布するプロセス。
ｃ）コーミングするプロセス。
ｄ）天然水を用いた頭髪用化粧水に、この化粧水にさらに増粘剤を溶かしこんだ溶液を等
量配合した混合液を用いて頭皮に浸透さプレ処理するプロセス。
ｅ）天然水を用いた頭髪用化粧水と１剤とを所定割合に配合した混合液を塗布し、コーミ
ングするプロセス。
ｆ）カール用のロッドで毛先から根元の軟化をチェックするテストカールするプロセス。
ｇ）薬品や香料や油などの入っていない清水や微温湯にてゆすぐプレーンリンスプロセス
。
ｈ）天然水を用いた頭髪用化粧水を塗布してコーミングするプロセス。
ｉ）ブローして完全ドライするプロセス。
ｊ）天然水を用いた頭髪用化粧水と、この化粧水にさらに増粘剤を溶かしこんだ溶液と、
かぼくを原料とするモイスチャークリームとを所定割合に配合した混合液であるカールエ
ッセンスを塗布するプロセス。
ｋ）エアをブローできるヘアアイロンで毛髪のくせ付け処理するエアアイロンプロセス。
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ｌ）エアアイロンで仕上がったカールを固定するピニングプロセス。
ｍ）天然水を用いた頭髪用化粧水と、この化粧水にさらに増粘剤を溶かしこんだ溶液と、
２剤とを所定割合に配合した混合液を塗布する２液塗布プロセス。
ｎ）薬品や香料や油などの入っていない清水や微温湯にてゆすぐプレーンリンスプロセス
。
ｏ）天然水を用いた頭髪用化粧水と、この化粧水にさらに増粘剤を溶かしこんだ溶液を所
定割合に配合した混合液を塗布してブローするセットアッププロセス。
【請求項２】
天然水を用いた頭髪用化粧水が、姫路市で採取された天然水を源水として保存料であるパ
ラベンを少量添加したものからなる請求項１に記載の毛髪のカール処理方法。
【請求項３】
ピニングが、エアアイロンで仕上がったカールをピンで固定し、ネットをかけることから
なる請求項１または２に記載の毛髪のカール処理方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
この発明は、毛髪に所望のカールをかけたり、あるいは逆にくせ毛を直したりすることを
可能とする毛髪のカール処理方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
従来、毛髪に所望のカールをかけたり、あるいは逆にくせ毛を直したりする毛髪のカール
処理方法としては、図２および図３に示す処理方法が本発明者等によってすでに採用され
ている。
すなわち、図２は毛髪のくせ毛を直す処理方法を示すものであり、次のようなプロセスを
経るものである。
１）シャンプー（天然水を用いた頭髪用化粧水とシャンプーとを等量配合したもの）
２）頭髪用化粧水の塗布（天然水を用いた頭髪用化粧水を霧吹きで塗布）
３）コーミング（コーム）とタオルによる拭取り乾燥（ドライ）
４）トリートメント剤塗布（天然水を用いた頭髪用化粧水に、この化粧水にさらに増粘剤
を溶かしこんだ溶液を等量配合した混合液を用いて頭皮に浸透させる・スポンジで頭皮に
まんべんなくパッティングしてからコーミング）し、へアキャップで常温放置約５～１５
分の後、タオルドライ
５）頭髪用化粧水の塗布（天然水を用いた頭髪用化粧水を霧吹きで塗布し、コーミング）
６）完全ドライ（ブロー）
７）エアアイロン（エアをブローできるヘアアイロンで毛髪のくせ付け処理）
【０００３】
また、図３は毛髪に所望のカールをかける処理方法を示すものであり、次のようなプロセ
スを経るものである。
ａ）シャンプー（天然水を用いた頭髪用化粧水とシャンプーとを等量配合したもの）
ｂ）頭髪用化粧水の塗布（天然水を用いた頭髪用化粧水を霧吹きで塗布）
ｃ）コーミング（コーム）
ｄ）プレ処理（天然水を用いた頭髪用化粧水に、この化粧水にさらに増粘剤を溶かしこん
だ溶液を等量配合した混合液を用いて頭皮に浸透させる）
ｅ）１液塗布（天然水を用いた頭髪用化粧水と１剤とを所定割合に配合した混合液）を塗
布し、コーミング
ｆ）テストカール（カール用のロッドで毛先から根元の軟化をチェックする）
ｇ）プレーンリンス（薬品や香料や油などの入っていない清水や微温湯にてゆすぐ）
ｈ）頭髪用化粧水の塗布（天然水を用いた頭髪用化粧水を塗布してコーミング）
ｉ）完全ドライ（ブロー）
ｊ）エアアイロン（エアをブローできるヘアアイロンで毛髪のくせ付け処理）
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ｋ）２液塗布（天然水を用いた頭髪用化粧水と、この化粧水にさらに増粘剤を溶かしこん
だ溶液と、２剤とを所定割合に配合した混合液を塗布）
ｌ）プレーンリンス（薬品や香料や油などの入っていない清水や微温湯にてゆすぐ）
ｍ）セットアップ（天然水を用いた頭髪用化粧水と、この化粧水にさらに増粘剤を溶かし
こんだ溶液を所定割合に配合した混合液を塗布してブロー）
【特許文献１】特になし
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
従来の上記毛髪に所望のカールをかける処理方法や毛髪のくせ毛を直す処理方法において
は、処理が割合単純で施術しやすい一方、毛髪に所望のカールをかけたときに短期間に崩
れやすかったり、毛髪のくせ毛を直しても短期間に元のくせ毛に戻ってしまいがちである
という欠点があった。
【０００５】
また、所望のカールをかける処理プロセスや毛髪のくせ毛を直す処理プロセス中に毛髪が
痛みやすく、外観上毛髪のカールのできばえや、くせ毛を直した効果が損なわれてしまい
やすいという問題点があった。
【０００６】
この発明は従来例の上記欠点を解消しようとするものであり、毛髪に所望のカールをかけ
たり、毛髪のくせ毛を直した場合にその効果が長い期間持続し、また、所望のカールをか
ける処理プロセスや毛髪のくせ毛を直す処理プロセス中において毛髪が痛みにくく、外観
上毛髪のカールのできばえや、くせ毛を直した効果をより向上させることが可能な毛髪の
カール処理方法を提供しようとするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
すなわちこの発明の毛髪のカール処理方法は、下記プロセスを順次行なうようにしたこと
を特徴とするものである。
＜カールの場合＞
ａ）天然水を用いた頭髪用化粧水とシャンプーとを等量配合したものでシャンプーするプ
ロセス。
ｂ）天然水を用いた頭髪用化粧水を霧吹きで塗布するプロセス。
ｃ）コーミングするプロセス。
ｄ）天然水を用いた頭髪用化粧水に、この化粧水にさらに増粘剤を溶かしこんだ溶液を等
量配合した混合液を用いて頭皮に浸透さプレ処理するプロセス。
ｅ）天然水を用いた頭髪用化粧水と１剤とを所定割合に配合した混合液を塗布し、コーミ
ングするプロセス。
ｆ）カール用のロッドで毛先から根元の軟化をチェックするテストカールするプロセス。
ｇ）薬品や香料や油などの入っていない清水や微温湯にてゆすぐプレーンリンスプロセス
。
ｈ）天然水を用いた頭髪用化粧水を塗布してコーミングするプロセス。
ｉ）ブローして完全ドライするプロセス。
ｊ）天然水を用いた頭髪用化粧水と、この化粧水にさらに増粘剤を溶かしこんだ溶液と、
かぼくを原料とするモイスチャークリームとを所定割合に配合した混合液であるカールエ
ッセンスを塗布するプロセス。
ｋ）エアをブローできるヘアアイロンで毛髪のくせ付け処理するエアアイロンプロセス。
ｌ）エアアイロンで仕上がったカールを固定するピニングプロセス。
ｍ）天然水を用いた頭髪用化粧水と、この化粧水にさらに増粘剤を溶かしこんだ溶液と、
２剤とを所定割合に配合した混合液を塗布する２液塗布プロセス。
ｎ）薬品や香料や油などの入っていない清水や微温湯にてゆすぐプレーンリンスプロセス
。
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ｏ）天然水を用いた頭髪用化粧水と、この化粧水にさらに増粘剤を溶かしこんだ溶液を所
定割合に配合した混合液を塗布してブローするセットアッププロセス。
【０００８】
この発明の毛髪のカール処理方法は、上記天然水を用いた頭髪用化粧水が、姫路市で採取
された天然水を源水として保存料であるパラベンを少量添加したものからなることをも特
徴とするものである。
【０００９】
なお、上記頭髪用化粧水は、密閉型タンク内に原水を送り込み、上記密閉型タンクから取
り出した原水に、中性場改質器により中性場をかけるとともに、紫外線殺菌灯による殺菌
および／または加熱による殺菌を施した上、該密閉型タンク内の上方の原水に衝撃をもっ
て循環させることにより上記原水中に中性場をかけた原水を投入する第１の工程と、
多孔質炭化物を収容した密閉型タンク内に上記第１の工程からの水を送り込み、上記多孔
質炭化物を通過した水を上記密閉型タンクから取り出して、触媒作用を備えた１または２
以上の改質器を通し、さらに紫外線殺菌灯による殺菌および／または加熱による殺菌を施
した上、該密閉型タンク内の上記多孔質炭化物上方の水に衝撃をもって循環させることに
より上記第１工程からの水を浄化する一方、上記循環する水又は上記密閉型タンク内の水
に、中性場改質器を通して改質したエアーを送り込んで溶存させる第２の工程を経て処理
されている（特願2004-71972参照）。
また上記流体改質装置（ヘアリフォーマ：特願2003-162697参照）は、液体又は気体の通
路を仕切るように複数枚のハニカムフィルターを設け、その間に液体又は気体の通路を形
成するよう配置した管状部材に沿って、その外周上に磁場のニュートラルゾーンを形成す
る磁石を設置したものである。
【００１０】
この発明の毛髪のカール処理方法は、上記カールエッセンスが、天然水を用いた頭髪用化
粧水と、純植物性の増粘多糖類（天然セルロース・天然水溶性高分子多糖類、ケルトロー
ルやケルザン等－商品名）の増粘剤を溶かし込んだ溶液と、カボクを原料とするモイスチ
ャークリームを所定の割合に配合した混合液からなることをも特徴とするものである。
【００１１】
この発明の毛髪のカール処理方法は、上記ピニングが、エアアイロンで仕上がったカール
をピンで固定し、ネットをかけることからなることをも特徴とするものである。
【００１２】
上記に処理プロセスに用いられる１剤とは、　毛髪の組織を横同士結びつけている側鎖結
合を一旦切断し、髪を柔らかくし曲げやすくする作用を持つ。そこに２剤を作用させると
、その形のまま側鎖が再結合され、持続性のあるウエーブがつくられる。
上記パーマ剤の１剤に使われている主成分としては、チオグリコール酸またはそれを中和
したチオグリコール酸塩もしくはシステインがある。どちらの成分も髪の側鎖結合を切り
、髪を軟化させる役割をはたしている。
２剤の主成分には、臭素酸ナトリウム、臭素酸カリウム、過酸化水素水などが使われてい
る。これらの成分が、１剤で切断された側鎖結合をウエーブをつくった状態で再び結合し
て固定する。この再結合がしっかり行われることで、髪に弾力が戻ってくるのである。
この発明において、コーミングとは、毛先までテンションがかかるよう、髪の毛をよく梳
くことである。
また、エアアイロンとはエア放出できるようにした整髪具のことであり、アイロンとして
の熱源を持つか、あるいは持たないものを意味することもある。このようなエアアイロン
は、従来型の熱源を持った頭髪用アイロンやコーム類と組み合わせて使用することができ
る（特願2003-162696参照）。
【００１３】
以上のように構成したこの発明は、上記従来例の発明に対し、カールエッセンスおよびピ
リングの工程が追加されているので、頭髪の仕上がりが良好で、まとまりのよい状態のも
のとすることができる。
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【発明の効果】
【００１４】
この発明は以上のように構成したので、毛髪に所望のカールをかけたり、毛髪のくせ毛を
直した場合にその効果を長い期間持続させることが可能な毛髪のカール処理方法を提供す
ることができるようになった。
【００１５】
またこの発明の毛髪のカール処理方法は、所望のカールをかける処理プロセスや毛髪のく
せ毛を直す処理プロセス中において毛髪が痛みにくく、外観上毛髪のカールのできばえや
くせ毛を直した効果をより向上させることが可能な毛髪のカール処理方法を提供すること
ができるようになった。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
以下、図面に基づき、この発明の毛髪のカール処理方法の実施の形態について説明する。
図１はこの発明の毛髪のカール処理方法の１実施例を示し、カールの場合のフローチャー
トである。
【００１７】
図１のフローチャートに基づき、この発明の毛髪のカール処理方法を「カール」に適用し
た場合について、その処理プロセスを説明する。
ａ）シャンプー（天然水を用いた頭髪用化粧水とシャンプーとを等量配合したもの）
上記天然水を用いた頭髪用化粧水としては、姫路市で採取された天然水を源水として保存
料であるパラベンを少量添加し、磁気のニュートラルゾーンを通過させた上、頭髪用化粧
水の認可を受けたものであることが望ましい。
またシャンプー原液としては市販のものを適宜利用することができるが、天然素材を原材
料として用いたものが好ましいことはいうまでもない。そして、上記天然水を用いた頭髪
用化粧水とシャンプーとを等量配合して使用される。
【００１８】
ｂ）頭髪用化粧水の塗布（天然水を用いた頭髪用化粧水を霧吹きで塗布）
上記天然水を用いた頭髪用化粧水を毛髪に霧吹きで塗布する。こうすることによって頭髪
用化粧水で効果的に毛髪を湿潤させることができ、しかも頭髪用化粧水の使用量を大幅に
減少させることが可能となる。
【００１９】
ｃ）コーミング（コーム）
頭髪用化粧水を塗布された毛髪を、コームを用いてテンションをかけながら上下左右から
しっかりコーミングする。このようにして頭髪用化粧水を毛髪に充分浸透させることが望
ましい。
【００２０】
ｄ）プレ処理（天然水を用いた頭髪用化粧水に、この化粧水にさらに増粘剤を溶かしこん
だ溶液を等量配合した混合液を用いて頭皮に浸透させる）
次に、上記天然水を用いた頭髪用化粧水と、この化粧水にさらに増粘剤を溶かしこんだ溶
液を等量配合した混合液を作成する。
上記増粘剤としては、純植物性の増粘多糖類（天然セルロース・天然水溶性高分子多糖類
、ケルトロールやケルザン等－商品名）が好適に使用可能である。
上記混合液を、スポンジで頭皮にまんべんなくパッティングしてからコーミングする。そ
の手順は、イ．後頭部、ロ．頭頂部、ハ．側頭部、二．フェイスライン、ホ．ヘムライン
の順に行う。
その後へアキャップで常温にて約５～１５分間放置する。もちろんその間に磁気のニュー
トラルゾーンを通過させたエアを供給すること等により、毛髪の痛み等を除去する環境に
しておくことが望ましい。所定時間経過後は、タオルを用いて拭取り乾燥（タオルドライ
）する。
【００２１】
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ｅ）１液塗布（天然水を用いた頭髪用化粧水と１剤とを所定割合に配合した混合液）を塗
布し、コーミング
１液とは、天然水を用いた頭髪用化粧水と上述の１剤とを等量配合したものである。
その後へアキャップで常温にて所定時間放置する。放置時間および加湿の要否や時間等に
ついては、１剤の使用法に準じて決定することができる。
【００２２】
ｆ）テストカール（カール用のロッドで毛先から根元の軟化をチェックする）
カール用のロッドに毛髪を巻き付けてゆくことにより、毛先から根元の軟化を順次チェッ
クする。
特にウェーブの大きさが仕上がりに比例するため、ウェーブチェックを行なう。１液塗布
の追加の必要性等はテストの状態で判断する。
【００２３】
ｇ）プレーンリンス（薬品や香料や油などの入っていない清水や微温湯にてゆすぐ）
【００２４】
ｈ）頭髪用化粧水の塗布（天然水を用いた頭髪用化粧水を塗布してコーミング）
上記天然水を用いた頭髪用化粧水を毛髪に霧吹きで塗布する。次いで、頭髪用化粧水を塗
布された毛髪を、コームを用いてテンションをかけながら上下左右からしっかりコーミン
グする。
【００２５】
ｉ）完全ドライ（ブロー）
ドライヤ等を用いて毛髪が完全に乾燥するまでブローする。
【００２６】
ｊ）カールエッセンス塗布（天然水を用いた頭髪用化粧水と、この化粧水にさらに増粘剤
を溶かしこんだ溶液と、かぼくを原料とするモイスチャークリームとを所定割合に配合し
た混合液を塗布）
このカールエッセンスの塗布は、カールを出したいところに少量塗布すればよい。なお、
頭髪用化粧水や増粘剤は上述したところと同様であり、「かぼくモイスチャークリーム」
はかぼく（別称ツルグミは伝統的な民間療法で、高齢者特有のシミ、いわゆる老人斑を取
り除くなどの目的で用いられてきた。）エキスを化粧品の原材料として使用した保湿クリ
ームである。
【００２７】
ｋ）エアアイロン（エアをブローできるヘアアイロンで毛髪のくせ付け処理）
エアをブローできるヘアアイロンを約１８０℃に設定する。そして頭部を前後左右の４ブ
ロックに取り分けた上、スライス幅を１～２ｃｍとしてヘアアイロンに角度（０～９０度
）を持たせながら、毛髪がヘアアイロン中をゆっくり通過するよう操作する。
このようにすると、毛髪のくせ付け処理が確実に行なえる。
【００２８】
ｌ）ピニング（エアアイロンで仕上がったカールをピンで固定し、ネットをかける）
【００２９】
ｍ）２液塗布（天然水を用いた頭髪用化粧水と、この化粧水にさらに増粘剤を溶かしこん
だ溶液と、２剤とを所定割合に配合した混合液を塗布）
次に、上記天然水を用いた頭髪用化粧水と、この化粧水にさらに増粘剤を溶かしこんだ溶
液を等量配合した混合液を作成する。その混合液にさらに等量の２剤（上述した）を配合
してコーミングする。
その後ラップをかけて常温にて所定時間放置する。もちろんその間に磁気のニュートラル
ゾーンを通過させたエアを供給すること等により、毛髪の痛み等を除去する環境にしてお
くことが望ましい。放置時間および加湿の要否や時間等については、１剤の使用法に準じ
て決定することができる。
【００３０】
ｎ）プレーンリンス（薬品や香料や油などの入っていない清水や微温湯にてゆすぐ）
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【００３１】
ｏ）セットアップ（天然水を用いた頭髪用化粧水と、この化粧水にさらに増粘剤を溶かし
こんだ溶液を所定割合に配合した混合液を塗布してブロー）
【００３２】
以上の毛髪のカール処理方法は、薬液とエアアイロンを使用して行なうパーマ技術である
が、現在行なわれているアイロンパーマ、アイロンストレートパーマのように、アイロン
の形状を１剤と熱とによって毛髪に形付けし、２剤によって酸化させ固定させるというパ
ーマ理論とは異なり、水の力による情報（薬剤）の記憶と伝達力、それとエアアイロンの
熱と空気の冷却力でシスチン結合のみでなく、水素結合を利用することによって今までに
ないヘアスタイルの再現性を実現したものである。
また活性された水と空気の結合力と酸化力が薬液の残留と毛髪へのダメージを緩和し、今
までにない仕上がり感を実現したものである。
【産業上の利用可能性】
【００３３】
この発明は以上のように構成したので、いわゆるカールを伴った通常のパーマのみならず
、ストレートパーマ等にも適用が可能な毛髪のカール処理方法を提供することができるよ
うになった。
【図面の簡単な説明】
【００３４】
【図１】この発明の毛髪のカール処理方法の１実施例を示し、カールの場合のフロー　　
チャートである。
【図２】毛髪のくせ毛を直す従来の処理方法を示すフローチャートである。
【図３】毛髪に所望のカールをかける従来の処理方法を示すフローチャートである。

【図１】 【図２】
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